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材は，そこに自生していたものではなく，外から
持ち込まれたものかもしれない．戦場ヶ原は現在，
栃木県日光市の日光国立公園内の特別保護地区に
指定されているため，容易に調査することはでき
ないが，局所的に生息している種とは考えられな
いので，日光周辺へ行かれる際は，上記の情報に
注意をしながら調査をしていただきたい．
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アジアのゴミムシダマシ科はまだまだ研究が進
んでおらず，東南アジアはもちろん，日本からも
いまだに大型種の新種が発表されている状況であ
る．大図鑑も出版され，日本はようやくひと段落
したようだが，台湾からはまだまだ新種が発見さ
れるであろう．しかし，新種の発
見と一口に言っても，いちばん難
しいのは既知種の把握である．そ
れにはまず正確な分類学的目録が
必要である．

今回，安藤清志博士を筆頭著者
として台湾産のゴミムシダマシ目
録が出版された．2015 年末までに
出版された 450 種が網羅されてお
り，最新の分類体系のもと，各種
のシノニムリストと分布が示され
ている．特筆すべきは多数の種の
タイプ標本の写真が図示されてい

ることである．この点で本書は単なる目録ではな
く，図鑑的意味合いも持つ，より利用価値の高い
ものとなっている．

安藤博士は世界を代表するゴミムシダマシ科甲
虫の権威であり，アジア産種に関する精緻な論文
を継続的に出版されている．本書を見て感じたこ
とは，「親切」と「気前がいい」である．分類学者
のなかには，苦労して集めたタイプ標本の写真を
自身が抱え，自身の研究のみに使用する人が少な
くない．しかし本書を見て，世界的な研究はその
ようなケチケチしたものであってはならないとい
うことを教えられた．生物多様性解明を目的とし
た大きな国際貢献である．

現在，台湾にはゴミムシダマシを専門として精
力的に研究している人はいなさそう
だが，本書によって始めようという
人も現れるだろうし，研究者ならず
とも同定の手掛かりとして利用する
人は多いだろう．本書は安藤博士が
世界的研究者としての矜持を体現し
たものであるとともに（ご本人はそ
んなことは思っていないかもしれな
いが，見習うべきである），未来の
ゴミムシダマシ研究者への応援歌と
もいえるだろう．

（丸山宗利）


